
インフルエンザが流行る季節
北：10月ー4月
南：5月ー9月

季節性インフルエンザ（またはインフルエンザ）は、あなたの年齢、性別、または健康状態にかかわらず、あなたを含むすべての人に影響を与える季節性インフルエンザ（またはインフルエンザ）は、あなたの年齢、性別、または健康状態にかかわらず、あなたを含むすべての人に影響を与える
重大な疾患です。インフルエンザの流行を防ぐことは、あなただけの健康だけでなく、地域社会の社会的および経済的利益を生み出します。重大な疾患です。インフルエンザの流行を防ぐことは、あなただけの健康だけでなく、地域社会の社会的および経済的利益を生み出します。

これは、職場で毎年インフルエンザの予防接種をすることが、雇用者にとって最良の健康への投資であり、あなたとあなたの家族を守り、これは、職場で毎年インフルエンザの予防接種をすることが、雇用者にとって最良の健康への投資であり、あなたとあなたの家族を守り、
より健康的な職場環境を作り出す重要な要因です。より健康的な職場環境を作り出す重要な要因です。

インフルエンザの流行で最もインフルエンザの流行で最も
影響を受ける上位5つのセクターは影響を受ける上位5つのセクターは
次のとおりです。次のとおりです。

社会的扶助
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科学的、技術的なサービス

法的なサービス

他のサービス（公的
なものを除く）

(4)

経済的損失が最も大きい経済的損失が最も大きい
のは次のとおりです。のは次のとおりです。

年齢年齢

インフルエンザになること、また感染する
ことの恐れ、インフルエンザにかかった家族の

世話をするために自宅にいることは、
インフルエンザに関連する欠勤を増やし、

大きな生産性の損失をもたらす
可能性があります。 (1)

50～64歳のワクチン接種を
受けていない人の中で、
インフルエンザ様症状は、
インフルエンザ流行期の

病気休暇の45％を
占めていました (2)

医師から受ける次に
あなたの職場はインフルエンザ
予防接種を受ける場所として

一般的です。

米国だけでも、毎年約32,000件の入院が
インフルエンザに関連しています。インフルエンザ

疾患および死亡による生産性低下は、
毎年約163億米ドルにのぼる恐れがあります。 (3)

30カ国以上が、医療従事者以外の
一部または全員にインフルエンザ予防
接種を勧めています。そして、40カ国
以上で、季節性インフルエンザ
ワクチン接種を医療従事者に

推奨しています。(6)

各インフルエンザシーズンの
開始時に、労働者とその
家族はインフルエンザの
予防接種を受けるべきで
あり、他の人に同じことを
依頼するべきである。
広がりを止めて注意を
呼びかけましょう。

18-49歳の労働者の3分の１、
そして50-64歳の人の5分の1が職場で

インフルエンザの予防接種を受けています 
(5)
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